
た鬮養

i.慇？準が独立
が.X：のキュムラント母関本と

S = k t . . . +X n のキュムラント母関本久は

NHKでは）t . . .+4州
であることを示せ。
このことより、 Sの2次キュムラントは

K j = Kj" ' t . . .+ KM
(Kf"は火のう次キュムラント）

であることを石隺かめよ.
（2） f :Rd-Rが下半連続とは fimjffは）？fbc） （た岬）

をみたすことである。 （同様にfが上半連続や-fが下半連続）
このとき.

fが下半連続 に吶f a tEa｝ が閉集合はER）
を示せ. これを用いて. 下半連続または上半連続な開発のは
叮測であることを示せ.

（3） （t.FI上の7測関数の集合は.単関本久を含みかつ各点収束に関して閉じてい
る最小の関数クラスであることを示せ.

（4） 6（X）を.Xを7測にする最小の6-加法族とする. （ X i n R）

つまり. 6（が（RR）））=6（1がCANHE BURN）.
このとき、 Y:r Rが比喩、，-51測であるための必要十分条件は
ある51測関数f：112 Rを用いてたf(X）と書けることであることを

示 せ .
確率数理6 15 / 16



（5） Xの特性関数の値4（かがHERで実-数
⇐ Xとーメは同じ分布

（6） 特 性 関 数0 が /14（の1dtく のとき.

その分布は密度関数Ha）=京ノどかかのdt をもつことを
示 せ .

17） 一 様分布ではD）の特性関数を求めよ.
（8） X～ひ（いり），たひばり） （独立）

のとき、 Z= +Yの特性関数を求めた。
また、 Extとの分布の確率密度関数を求めた

（9） X ,Y：独立
2のとき、 X t YとXが同じ分布である なら

た。 （as.） であることを示せ.
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